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中央労働災害防止協会（略称：中災防、会長 中西宏明・日本経済団体連合会会長）は、令和

元年１０月２３日（水）～２５日（金）の３日間、京都市で開催する「第７８回 全国産業安全

衛生大会ｉn京都」の分科会概要と主な講演者などを決定しました（添付リーフレット参照）。 

著名人・専門家らによる講演・シンポジウム、企業・団体による研究発表などで構成する分

科会は、例年（10～12本程度）を上回る、過去最多の 15本設ける予定です。 

今回、ＡＩ（人工知能）・IoT（モノのインターネット）など技術革新の進展や、外国人労働

者の受け入れ拡大など、経済的な変革期における安全衛生のテーマを先取りする場とすべく、

新たに、「ＡＩ・ＩｏＴ」「ダイバーシティ」の２つの分科会を設けます。 

当協会では、公益社団法人京都労働基準協会と共に、各省庁や自治体、事業者・労働者団体、

地元・京都の主要機関の協力を得ながら、約 300のプログラムを通じて、全ての人が安全・健

康に働ける職場づくりを支援していきます。会期中、約 11,000人の参加を見込んでいます。 

 

初日の総合集会では、金工作家で、前東京藝術大学学長の宮田亮平氏が「ときめきのとき」

と題し、これまでの経験を通して、芸術の楽しみ方などを特別講演します。 

 

分科会では、イー・ウーマン代表取締役社長でテレビ等でも活躍する佐々木かをり氏、京都

精華大学学長のウスビ・サコ氏、京都工芸繊維大学学長の森迫清貴氏らが講演。また、「人生 100

年時代 いかに元気で働くか」と題して、高齢社代表取締役社長の緒形 憲氏、茶道家の藤村

道代氏、運動生理学者で京都大学名誉教授の森谷敏夫氏による鼎談を行います。このほかにも

さまざまな分野で活躍する講師陣の登壇を予定しています。 

新設する分科会「ＡＩ・ＩｏＴ」では、ＡＩ画像認識技術を用いた不安全行動監視技術の開

発や、ＶＲ（仮想現実）を用いた体験型訓練の導入などの研究発表を予定。「ダイバーシティ」

では、高齢者や外国人労働者と共に働く職場づくり、女性労働者目線によるリスクアセスメン

トなどをテーマにした発表が予定されています。 

さらに、製造業の主要業界団体と厚生労働省、経済産業省、当協会が参画する「製造業安全

対策官民協議会」が１年間の検討成果を発表する特別セッションも実施します。 

 

なお、本大会と同時開催で、国内最大の保護具・機器の展示会「緑 十 字 展
りょくじゅうじてん

2019 －働く人の

安心づくりフェア－」を京都パルスプラザ（京都市伏見区）で行います。緑十字展は入場無料

で、会期中、約 12,000人の来場を見込んでいます。 
 

※この資料は、京都府政記者クラブ、京都経済記者クラブ、厚生労働記者会、労政記者クラブ、厚

生日比谷クラブ、鉄鋼研究会に配布しています。 
 

 中央労働災害防止協会 教育推進部長 早木 武夫 
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全全国国産産業業安安全全衛衛生生大大会会 iinn 京京都都 
（令和元年 10月 23日～25日） 

新設の「AI・IoT」 

「ダイバーシティ」 
など 過去最多の 15分科会で開催  
ウスビ・サコ氏、佐々木かをり氏らの講演も決定  




